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県民の健康管理に関する申し入れ

 昨年９月県議会の本会議答弁準備をめぐって、恣意的とも取られるようなメールを専門

家等へ送付したとの報道がありました。

「県民健康管理調査」の実施にあたっては、科学的裏付けとともに「住民に寄り添う」

立場が何より大切です。よって県民健康調査検討委員会の運営をめぐって、この間県民に

不信を与える事態が続いていることを重く受け止めて対処するよう、以下の点を申し入れ

ます。

１、当該報道の事実関係を調査し、結果を全て県民に明らかにすること。

２、県民健康管理調査にあたっては、担当者だけの問題とせず、県の組織としての問題と

とらえ対処すること。

３、県民健康管理調査検討委員会設置の目的を、県民の健康不安の解消にとどめず、低線

量被曝から住民の健康を守るとする目的を明確にすること。


